
平成24年度決算に基づく稲沢市健全化判断比率・資金不足比率 (単位：千円、％)

　　　＜根拠法＞地方公共団体の財政の健全化に関する法律

地方公共団体の財政の健全化に関する法律施行令

１　健全化判断比率
　①　実質赤字比率 一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率

　＜算出方法＞
△ 2,320,856 －

27,635,521 (△8.39)

11.92 20.00

②　連結実質赤字比率全会計を対象とした実質赤字額（又は資金の不足額）の標準財政規模に対する比率

　＜算出方法＞
△ 9,696,996 －

27,635,521 (△35.08)

16.92 30.00

③　実質公債費比率 一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模に対する比率の３か年平均

　＜算出方法＞

＝ (4,491,255 ＋ 1,220,339) － (591,164 ＋ 3,219,209) ＝ 7.84436
27,455,995 － 3,219,209

(4,572,346 ＋ 1,039,428) － (607,984 ＋ 3,299,225)
27,533,238 － 3,299,225

(4,651,445 ＋ 934,126) － (710,448 ＋ 3,419,376)
27,635,521 － 3,419,376

7.84436 ＋ 7.03377 ＋ 6.01147
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④　将来負担比率 一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率

　＜算出方法＞

62,337,589 － (11,959,521 ＋ 8,765,705 ＋ 39,335,149)
27,635,521 － 3,419,376
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　　　　　標準財政規模－元利償還金・準元利償還金に係る基準財政需要額算入額
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　将来負担額－（充当可能基金額＋特定財源見込額
　　　　　　　　　　 ＋地方債現在高等に係る基準財政需要額算入見込額）



２　資金不足比率 公営企業会計ごとの資金の不足額の事業の規模に対する比率

　＜算出方法＞

△ 1,224,114 － △ 3,737,516 －
2,916,586 (△41.97) 2,495,279 (△149.78)

△ 274,201 － △ 33,651 －
795,391 (△34.47) 89,656 (△37.53)

△ 673,291 － △ 393,205 －
225,675 (△298.34) 30,184 (△1,302.69)

20.00

　　＜参考＞　健全化判断比率の推移

　　＜参考＞　資金不足比率の推移

　※平成19・20年度の下津陸田土地区画整理事業は、事業の規模がないため算出不可能
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